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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 NATTY SWANKY ホールディングス 

 

[企業 ID]  7674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 1 月期決算説明会  

 

[決算期]  2022 年度 通期 

 

[日程]   2023 年 3 月 20 日 

 

[ページ数]  32 

  

[時間]   13:30 – 14:03 

（合計：33 分、登壇：25 分、質疑応答：8 分） 

 

[開催場所] 103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2 階  

    第 2 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  19 名 

 

[登壇者]  4 名 

代表取締役社長   井石 裕二（以下、井石） 

管理部 部長代理   伊藤 正 （以下、伊藤正） 
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管理部 財務経理課    黒澤 祐介 （以下、黒澤） 

株式会社ダンダダン 取締役 FC 事業部長   

伊藤 慎一朗（以下、伊藤慎一朗） 
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登壇 

 

司会：それでは、定刻となりましたので、ただ今から、株式会社 NATTY SWANKY ホールディン

グス様の 2023 年 1 月期通期決算説明会を開催いたします。 

最初に、同社からお迎えしております 4 名様をご紹介申し上げます。代表取締役社長、井石裕二

様。 

井石：よろしくお願いします。 

司会：株式会社ダンダダン、取締役、FC 事業部長、伊藤慎一朗様。 

伊藤慎一朗：よろしくお願いいたします。 

司会：管理部、部長代理、伊藤正様。 

伊藤正：よろしくお願いします。 

司会：管理部、財務経理課、黒澤祐介様。 

黒澤：よろしくお願いいたします。 

司会：本日は、代表取締役社長、井石様、株式会社ダンダダン、取締役、伊藤様、このお二方から

ご説明をいただきます。ご説明いただいた後、質疑応答の時間を取らせていただきます。 

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 
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井石：皆様、本日はお集まりいただき、ありがとうございます。それでは、早速ではございます

が、2023 年 1 月期の決算説明をさせていただきたいと思います。 

まずは店舗数の推移です。前期末 110 店舗だったのが、23 年 1 月期末で 128 店舗と、18 点の増店

となりました。直営店は相変わらず関東を中心に、特に神奈川の南方面に出店をしました。それか

ら大阪進出で、昨年 4 月に大阪梅田店、1 店舗出店しております。フランチャイズは基本的に地方

に出店しております。 
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こちらが新規出店の計画との比較です。直営店 24 店舗の新規出店計画をしていましたが、14 店舗

と計画未達に終わっております。フランチャイズは 6 店舗計画が 5 店舗、合計で 30 店舗の計画が

19 店舗になっております。 

計画に届かなかった主な要因としましては、やはり想定以上に新型コロナの影響が大きく、特に第

7 波で、6 月、7 月、8 月、9 月と影響が大きかったので、その辺りで出店をちょっと保守的に見て

抑えました。 
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こちらが出店の内訳です。退店が直営店で 1 店舗ありました。FC 店に関しましては関東圏以外で

5 店舗、関東圏では出店がありませんでした。 
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こちらはエリア別です。特筆するべきとしては大阪に 1 店舗、フランチャイズも高槻店に 1 店舗、

それから兵庫に西宮店 1 店舗と、関西進出で 3 店舗を出しております。いずれも好調で、このまま

関西出店には力を入れていきたいと思っているところでございます。 
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次に、連結の業績です。売上高は 60 億円の計画に対して 58 億 4,600 万円、計画比で 97.3%に終

わっております。 

販管費に関しましては 40 億 6,300 万円のところが 42 億 8,800 万円、こちらにつきましては、特

に円高とか戦争等の影響がありまして、水道光熱費が期初より 30%ほど増えてしまったところが

大きな要因として考えております。キャッシュレス決済を導入したんですが、そこの決済手数料が

想定より重かったところで販管費が増えております。 

当期利益は 3 億 7,900 万円のマイナスと、こちらは特に営業利益から減損損失を 14 店舗行いまし

て、3 億 7,900 万円の赤字と着地しております。 
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こちらは売上高の内訳です。当社の場合、ほとんどが直営店でのお客様からいただいている売上で

95%を占めておりますので、未達分と考えましては直営店、特に既存店の 1 店舗当たりの売上を回

復していくことが今期以降の課題となっております。 

製品卸売上は FC 店に対する餃子等の卸売上で、FC 売上はロイヤリティ等の加盟金、その辺の売

上になっております。 
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こちらは既存店前年比の比較です。5 月は一部休業と書いてありますが、餃子不足、製造が追いつ

かなかったところで一部の店舗を休業してしまったところがございました。 

6 月終わりぐらいから始まっていた第 7 波、こちらの影響がやはり想定以上に大きかったところ

で、秋口以降、10 月からはだんだんと回復傾向にあります。 

既存店の昨年対比の数字もグラフのとおりになります。客単価も徐々に回復傾向にあるような推移

でございます。 
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こちらは販管費及び一般管理費の増減分析です。やはり店舗運営における間接コストの上昇が顕著

に表れています。先ほど申し上げました水道光熱費もだいぶ上がっておりますし、人件費でも、特

に最低賃金の引き上げや社会保険の適用拡大、パート・アルバイトに対する適用等で多少販管費が

膨れています。 
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こちらは B/S です。現預金は借入返済を 5 億円ほど行ったことで 10 億 3,500 万円と減少しており

ます。最終的に大きな赤字を計上してしまいましたが、自己資本比率は引き続き 40.9%と、財務状

況はそんなに心配するようなところではないと認識しております。 
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こちらはキャッシュ・フローです。期末の現預金は 10 億 3,500 万円で、月商の 2 カ月分ぐらいの

現預金は保有しているところです。ここに短期借入金の返済 5 億円と書いてありますが、コミット

メントラインで借りた分を返済しました。 
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株主還元ですが、こちらは引き続き変更なく、利益配分の基本方針として、将来の事業拡大のため

に必要な内部留保とのバランスを図りながら、安定的かつ継続的な配当を実施する方針で行ってお

ります。 

配当予定としては、1 株当たり 5 円、株主優待に関しましても、引き続き年 2 回、1 万円分の食事

券を配布する予定でございます。 
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次に、23 年 1 月期のトピックスになります。社長室を立ち上げたというお話しさせてもらったと

思いますが、広報認知活動に力を入れてまいりました。特にテレビや Web メディア、テレビ放映

は 30 件以上を獲得し、Web メディアも 500 件以上の掲載がありました。 

特にテレビ番組では、やはりゴールデンタイムに放送した TBS のつぶれない店等は、だいぶ売上

にも寄与したところでございました。 
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新しい新規顧客の開拓で、アニメや、下に書いた三國志のゲームですが、ゲームとコラボして新規

認知を上げていくところを行ってまいりました。コラボの内容としては、特別メニューや限定グッ

ズ、ダンダダン限定グッズを販売したり、それによって SNS で情報を拡散したり、店舗における

体験価値を向上しました。こちらもダンダダンのユニフォームを着たアニメのキャラがポスターに

なって、アニメファンに訴えているところです。 
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ブランド認知向上に向けたイベントへの出店と書いてありますが、特にこちらは関西方面です。関

西方面のダンダダンの認知度はまだまだ低いので、関西方面の、はらぺこ CIRCUS ですとか、ク

ラフト餃子フェスといった大阪でやるイベントに出店して、ダンダダンの餃子の認知度を上げてい

くことを行いました。 
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ファンが継続して来店するための仕掛けです。飽きさせないようにとか、そういうところを狙って

行っているのが月ごと、四半期に 1 回ですとか、季節ごともですが、おすすめのドリンクメニュー

やフードメニューです。 

フードメニューは、特に新メニューをつくることではなくて、継続的にやってきたものをなかなか

通ってくれているお客様でも同じメニューしか頼まないという声が結構多かったので、そういうと

ころを新しく掘り起こしていくように、各お客様におすすめして、POP 等を作りながら出数を増

やす施策を行ってまいりました。 
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こちらは新しい取り組みとして、やはりコロナが終わった後のインバウンド需要をどう取っていく

かです。当社は繁華街よりも郊外が店舗数としては多いですが、最近は都内でも中心部に出店も進

んでいますし、特に新宿、渋谷はお店も多くて売上も高いので、その辺でインバウンド客を取り込

む仕組みを行っております。 

訪日外国人向けローカル体験提供サービスと書いてありますが、ツアーコンダクターみたいな会社

がありまして、そこと提携して当店に連れてきていただいて、日本の焼き餃子を体験していただく

取り組みを始めています。 
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次に、進行期以降の戦略になります。一番大きいところでは、先日発表させていただきましたが、

大幅な価格改定を 16 日から行いました。全商品のうち 84%の商品を値上げしました。改定幅とし

ては、10 円から 230 円で、特に大きく注文点数の上位を占める餃子と生ビール、それからハイボ

ール等の大幅値上げを行っております。 

やはりここに関しては店舗運営コスト、水道光熱費も人件費もそうですが上がってきておりますの

で、今後もやはり上昇が高止まりしていくだろうというところで、このタイミングで値上げをさせ

てもらいました。今のところネガティブな意見はそんなになく、順調に値上げが受け入れられてい

るのではないかと思っております。 
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原材料・資材高騰に対する取り組みです。もう 1 回、一から購買・物流コストの最適化で商品課を

新しくつくって取り組んでおります。契約条件変更によって価格交渉を進めることもそうですし、

外注品のプライベートブランド化による内製をしたりとか、物流を地方とかも含めてもう 1 回見直

して、コストを削減できるところはないかでやっております。 

もう一つは、自動発注システム、一昨年入れたものですが、これがちょっとずつ機能してきまし

て、効果が出始めております。特に発注忘れによる欠品とかはなくなってきていますし、発注忘れ

のときによく近所のスーパーに小口で買い物に行ったりとか、そういうのも多かったんですが、そ

の辺の頻度が格段に減少して、原価の抑制につながっています。 
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WEB マーケティングによる顧客接点の拡大とありますが、こちらも Google マップですとか

TikTok とか、その辺の最新の WEB マーケティングを取り入れて認知の拡大、あとは来店動機の作

成、その辺を強化して今後もやっていきたいなと思っております。 
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お客様の利便性の向上で、キャッシュレス決済、現在は PayPay、LINE Pay だけを使えるように

していましたが、値上げしたこともあってクレジットカードの導入も今検討中でございます。 

お得感のあるイベントを、季節限定で生ビール半額キャンペーンを行ったり、そういうキャンペー

ンを展開していくことで、やはりまだしばらく来ていなかったお客様ですとか、そういう層の掘り

起こしをしていくところも行っていきたいと思っております。 
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当社が力を入れているところではございますが、さらに従業員満足度の向上と働きがいのある職場

の環境づくりを強化してやっていきたいと思っております。昨今、特に外食産業で人手不足が急速

に進んでいますが、当社はほとんど日本人のスタッフだけで運営してきたんですが、外国人の採用

を今期から積極的に進めていきたいと思って進めております。 

前期から力を入れているところで社員紹介制度、リファラル採用を強化して、アルバイトから社員

になる人数もだいぶ増えてきています。 

私からは以上となります。引き続き、フランチャイズに関しまして、詳細を伊藤に説明してもらお

うと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。 
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伊藤慎一朗：株式会社ダンダダン、取締役、FC 事業部長の伊藤慎一朗です。私からは、フランチ

ャイズの現状及び拡大の戦略についてご説明をさせていただきます。 

まず、フランチャイズ出店の現状につきまして、先ほど井石も申していたとおり、やはり関西エリ

アの出店を強化しましょうというところで、現在までに大阪で 2 店舗、兵庫で 4 店舗を出店済み及

び出店が確定しております。 

下の店舗の表を見ていただきたいんですが、今期につきましても 2 月 16 日、大阪の駅前第二ビル

店のオープンを皮切りに、最後、園田店まで、今期は既に 5 店舗、FC の関西への出店が確定して

いる状況でございます。 
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次に、出店拡大の手法としましては、大きく五つ挙げておりますが、その中で特に実績のあった、

まずは 1 番目、展示会での FC 加盟誘致説明会の開催、こちらは 2 月 16 日オープン、大阪駅前第

二ビル店が実績として挙げられます。なので、今年の 7 月、また関西で行われるフランチャイズ・

ショーには、もう出展申込済みのような状況です。 

二つ目が 2 番、既存オーナーからの増店です。こちらは去年の 8 月、FC の西宮店をオープンして

いただいたオーナー様から元町店、ちょうど今週の土曜日になりますが、神戸の元町で同一オーナ

ー様の増店となっております。 

もう一つが 5 番目、オーナー間での成功ノウハウの共有での横展開です。こちらは西宮北口店と園

田店が FC 高槻店のオーナー様からのご紹介で出店が確定しておるような状況でございます。なの

で、五つの中から主に 1、2、5 番に特に注力して出店拡大を考えております。 
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最後に、全国未出店エリア店舗の出店機会を増やすにつきましても、まだ未出店の府県が 32 挙げ

られます。その中で現在、新潟、静岡、鹿児島などから引き合い、要は加盟依頼が来ている状況

で、条件の確認と物件の調査を今、併せて進めております。 

あとは新規出店済みが 15 道府県ありますが、まだまだ出店できる余地はあると考えておりますの

で、先に述べました既存オーナー様からの増店を確認して、新しく出店を進めていく所存でござい

ます。 

以上となりますが、NATTY SWANKY ホールディングスの決算説明会、全ての説明を終了させて

いただきます。ご清聴ありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは質疑応答に入らせていただきます。 

なお、この IR ミーティングは質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定です。従い

まして、質問される際、会社名、氏名を名乗っていただいた場合はそのまま公開されます。もし匿

名を希望される場合は、氏名は省略していただいて結構です。 

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

質問者 [Q]：すみません。いつもご丁寧なご説明、ありがとうございます。1 点質問できればと思

います。 

前期、赤字になったのは非常に中間のときからびっくりしていたんですが、今後のご展開の中で、

正直コロナによって餃子をメーカーとしてやる会社が増えて、この原価が上がっていく中で御社も

値上げをしてという中ですと、この上場した当時のような強みみたいなのが相対的に薄れてしまっ

てきている印象はどうしても持ってしまうんです。今後のご展開の中で、NATTY SWANKY さんと

ダンダダン酒場さんの強みは、競争力といいますか、他社と比べて優位性をどういうところで磨い

ていこうとお考えになっているのか。 

ちょっとコロナによって状況が変わってきた部分がいろいろあるかと思うんですが、それを踏まえ

て、今後の軸みたいなところを教えていただければと思います。 

井石 [A]：ご質問ありがとうございます。強みが薄れているのではないかでございますが、今後、

やはりマーケット的にも居酒屋マーケットは、まだまだ元に戻っているような状況ではないんです

が。その中でどうやって成長していくかで、根本的には変わっていないです。やはり餃子のおいし

さ、そこは一番の強みになっているし、差別化になっているとは思っています。 

それから、お店の雰囲気ですとかサービス、接客、特にお客様に元気になっていただくような活気

あるお店づくりを、逆に他社はそこが人手不足も含めてできなくなってきているのは現状だと思う

んですが、そこを徹底的に鍛え上げて、ダンダダンというブランドを、おいしい餃子で楽しかった

と言ってもらえるようなブランドづくりに邁進していこうと思っております。以上です。 

質問者 [Q]：ご説明の中で IP とか、そこら辺のお話も出ましたが。ビジネスモデルとして何か進

化というか変化をさせていくような方向感としては、これからお考えのところはあるでしょうか。 
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井石 [A]：認知を上げるところでは、さらなるこういう施策も取り組んでいきたいとは思っていま

すが。特に SNS ではまだまだ活用できていなかった部分がありますので、その辺は今期以降強化

していきたいと思っています。 

あとは、新メニューを今まではなかなかメニュー開発をしないで、より現状のメニューをより良く

するための方針で 12 年間、ほぼメニューを変えずに来たのですが、新メニューの投入、季節メニ

ュー等は、今期以降積極的にやっていきたいなと思っております。 

司会 [M]：ありがとうございました。続いて、ご質問をどうぞ。 

質問者 [Q]：ご説明ありがとうございました。質問は 2 点あります。 

1 点目が、今期の課題で 1 店舗当たりの売上を増やしていくことというお話があったかと思うんで

すが。こちらを増やしていくために何かやっていくことが決まっておりましたら教えてください。 

もう 1 点が、出店数、今期の計画はほぼ前期並みかと思うんですが、この出店をどんどんしていく

のは、いわゆる餃子酒場といいますか、この業態の中でシェアを拡大していくのが目的なのかどう

か、所定の目的がありましたら教えてください。お願いいたします。 

井石 [A]：ありがとうございます。まず一つ目、1 店舗当たりの売上高を上げるために決まってい

るところとしましては、やはり現状、既存店、特に古いお店ですね、その辺等が下がってきている

んです。その辺に関して、お客様に飽きられない店づくりをしていくところで、またメニューの掘

り起こしですとか、認知の拡大等は、今日、説明させてもらったとおりやっていきたいなと思って

おります。出店の目的ですが、餃子酒場としてのシェアを拡大は、正直そんなに考えておりませ

ん。というのは、12 年やってきて、模倣店ですとか、似たようなお店は、今まで結構出てきてい

るんですが、当社のように出店を進めているような会社は今のところ出てきていないのが現状で

す。その辺は餃子の差別化も含めて、なかなかまねできないことをやっているのではないかなと自

負しております。目的としては、やはり認知の拡大と売上、利益の拡大を目的として出店している

ところです。 

司会 [M]：ありがとうございました。他にご質問をどうぞ。よろしいですか。特にないようでござ

います。会社様からもし何か追加事項がございましたらいかがでしょう。よろしいですか。分かり

ました。それでは、以上をもちまして本日の説明会は終了いたします。どうもありがとうございま

した。 

［了］ 

______________ 
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脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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